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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/27現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

10月気象状況    (父島) 

最高気温   31.1℃ 

最低気温   19.1℃ 

平均気温   25.9℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量  235.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(11/1) 

             2,606人 

             父島      母島                

  人口      2,147人   459人 

  世帯      1,257   275 

                   
  

                             

 

 

小
笠
原
村
に
は
消
防
署
は
な
く
、
火
災
や
行
方
不

明
者
の
捜
索
・自
然
災
害
の
際
は
消
防
団
が
地
域
の
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。
消
防
団

は
消
防
活
動
を
行
う
非
常
勤
の
消
防
機
関
で
あ
り
、

消
防
団
員
は
特
別
職
の
非
常
勤
公
務
員
と
な
り
ま

す
。 

 

本
業
の
傍
ら
、
村
民
や
来
島
者
の
皆
さ
ん
の
生
命
と

財
産
を
守
る
消
防
団
員
は
、
島
の
生
活
を
守
る「
縁
の

下
の
力
持
ち
」で
す
。
島
の
た
め
に
、
地
域
の
安
全
安
心

の
為
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

消
防
活
動
に
必
要
な
制
服
等
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。 

 

【
入
団
資
格
】 

父
島
・母
島
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上

の
健
康
な
方
（男
女
問
わ
ず
） 

【
定
員
】
20
名
以
上 

【
主
な
活
動
内
容
】 

①
緊
急
時
の
出
動…

火
災
、
捜
索
、
警
戒
、
そ
の
他 

②
年
間
の
活
動(
時
期
・
内
容
は
年
に
よ
っ
て
変
更

し
ま
す) 

 

５
月 

定
期
訓
練(

機
器
取
扱
い
、
放
水
訓
練) 

 

７
月 

定
期
訓
練 

(

防
火
水
槽
・
消
火
栓
確
認
、
周
囲
の
草
刈
り) 

 

８
月 

サ
マ―

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
花
火
警
戒 

 

９
月 

防
災
訓
練 

(

要
救
護
者
救
助
、
避
難
誘
導
、
情
報
伝
達) 

11
月 

定
期
訓
練(

機
器
取
扱
い
、
放
水
訓
練) 

12
月 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
警
戒 

 

１
月 

出
初
式 

 

２
月 

消
防
訓
練
所
教
育
訓
練(

ポ
ン
プ
運
用 

訓
練
、
山
岳
救
助
訓
練
、
救
命
講
習
他) 

 

３
月 

総
会 

そ
の
他
、
週
１
回
消
防
自
動
車
・
小
型
動
力
ポ
ン

プ
な
ど
の
消
防
資
材
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(

班
ご
と
に
当
番
制) 

  

【
消
防
団
員
の
栄
典
】 

 

功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
村
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
す
。 

そ
の
他
に
は
、
日
本
消
防
協
会
、
東
京
都
、
東
京

都
消
防
協
会
、
消
防
庁
等
の
表
彰
が
あ
り
ま
す
。 

【
報
酬
】 

一
定
の
金
額
の
年
報
酬
と
出
動
の
際
は
出
動
報
酬

が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
年
報
酬 

団
長 

 
 

１
５
０
、
０
０
０
円 

副
団
長 

９
０
、
０
０
０
円 

分
団
長 

６
０
、
０
０
０
円 

部
長 

 
 

５
０
、
０
０
０
円 

班
長 

 
 

４
０
、
０
０
０
円 

団
員 

 
 

３
６
、
５
０
０
円 

○
出
動
手
当   

１
回   

５
、
０
０
０
円 

※
火
災
・
災
害
・
捜
索
・
訓
練
に
関
す
る
出
動
の
場

合
の
み
、
３
時
間
あ
た
り
５
、
０
０
０
円
と
し
、

そ
れ
を
超
え
る
時
間
は
１
時
間
あ
た
り
１
、
０
０

０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。 

○
点
検
整
備    

２
、
０
０
０
円 

○
警
戒        

３
、
５
０
０
円 

【
福
祉
・
共
済
】 

消
防
活
動
等
で
ケ
ガ
や
死
亡
し
た
場
合
、
消
防
団

員
福
祉
共
済
制
度
に
よ
る
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

【
退
職
報
償
金
】 

消
防
団
員
と
し
て
通
算
５
年
以
上
団
員
で
あ
っ
た

も
の
に
対
し
て
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

    

       

                                     

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
消
防
団
事
務
局 

 

２―

３
１
１
１ 

ＮＯ．762 

令和 5 年(2023) 

  12/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

消
防
団 

団
員
募
集 (

父
島
・
母
島) 

出
初
式 

小
学
校
課
外
事
業 

定
期
訓
練 

火
災
消
火
活
動 
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こ
れ
ま
で
、
小
笠
原
支
庁
と
小
笠
原
村
は
、
行
文

線
未
整
備
区
間
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
、
こ

の
度
、
工
事
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
線
の
工
事
に
先
立
ち
、
工
事
用
車
両
走
行
時
の

耐
荷
力
を
確
保
す
る
旭
橋(
奥
村)

補
強
工
事
や
、
事

業
中
の
交
通
影
響
を
避
け
る
た
め
の
夜
明
道
路
拡
幅

工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

工
事
着
手
に
あ
た
り
、
交
通
影
響
の
生
じ
る
旭
橋

補
強
工
事
に
伴
う
工
事
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】※
各
回
１
時
間
程
度 

12
月
22
日(

金)

午
後
３
時
～
／
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ―

２
階 

大
会
議
室 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
道
路
河
川
担
当 

２―

２
１
６
３ 

村
役
場 

総
務
課
総
務
係 

 
 

 
     

２―

３
１
１
１ 

     

今
年
度
も
父
島
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
木
を
使
用
し
た
イ
ル
ミ
ネ―

シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ―

ズ
ン
の
街

に
彩
り
を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆

様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

【
点
灯
日
】 

12
月
16
日(

土) 

午
後
４
時
45
分
～ 

 

〇
海
鳥
レ
ク
チ
ャ
ー
、
点
灯
式
、
楽
器
演
奏 

【
場
所
】東
町
ペ
リ
ー
の
碑
周
辺 

【
点
灯
期
間
】１
月
15
日(

月)

ま
で 

【
点
灯
時
間
】午
後
４
時 

～ 

10
時 

※
12
月
24
日(

日)

、
25
日(

月)

、
31
日(

日)

は
、
深
夜
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

 

  

◎
年
末
年
始
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日(

金)

～
１
月
３
日

(

水)

の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
12
月
26
日(

火)

～
28
日(

木)

、
１
月

４
日(

木)

、
５
日(

金)

は
、
小
中
学
校
が
冬
期
休
校

中
の
た
め
、
午
前
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便
は
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
に
掲
示
し
、

小
笠
原
村
ホ―

ム
ペ―

ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に

も
掲
載
し
ま
す
。 

お
乗
り
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所        

２―

３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
       

２―

３
１
１
４ 

   

光
ケ―

ブ
ル
更
新
工
事
に
伴
い
、
イ
ン
タ―

ネ

ッ
ト
・
ケ―

ブ
ル
テ
レ
ビ
・
携
帯
電
話
が
次
の
対

象
地
域
で
一
時
的
に
利
用
で
き
な
い
時
間
帯
が
発
生

し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
地
域
】 

扇
浦
・
小
曲
・
北
袋
沢
・
吹
上
谷
地
区 

【
日
時
】 

《
イ
ン
タ―

ネ
ッ
ト
・
ケ―

ブ
ル
テ
レ
ビ
》 

12
月
５
日(

火) 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

12
月
６
日(

水) 

午
前
０
時
～
５
時 

《
携
帯
電
話
》 

12
月
６
日(

水) 

午
前
０
時
～
３
時 

 

※
こ
の
期
間
中
、
最
大
で
30
分
間
ほ
ど
サ―

ビ

ス
が
停
止
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

   

こ
れ
ま
でYoutube(

小
笠
原
村
公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル)

で
配
信
し
て
い
た
村
議
会
は
、
ラ
イ
ブ
中
継
で

し
か
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
よ
り
、
ア―

カ
イ
ブ

(

録
画)

配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。Youtube(

小
笠
原

村
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル)

か
ら
い
つ
で
も
村
議
会
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

【
ア―

カ
イ
ブ
配
信URL

】 

https://www.youtube.com/@boninlive5930/s

treams 

   

※
引
き
続
き
、
テ
レ
ビ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
中

継
・
録
画
放
送
も
行
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

議
会
事
務
局 

   

２―

３
１
１
８ 

   

◎
ダ
ン
ボ―

ル
や
雑
誌
、
紙
の
出
し
方 

 

ダ
ン
ボ―

ル
や
雑
誌
、
紙
は
束
ね
る
な
ど
し
て

回
収
し
や
す
い
状
態
に
し
、
雨
の
日
を
避
け
て
可
燃

ご
み
の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
夜
露
で
濡
れ
な
い
よ
う
に
、
他
の
ご
み
と
同

じ
よ
う
に
当
日
の
朝
に
お
出
し
く
だ
さ
い(

午
前
８

時
ま
で)

。 

 
濡
れ
て
し
ま
う
と
資
源
と
し
て
内
地
で
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ず
、
ク
リ―

ン
セ
ン
タ―

で
焼
却
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

可
燃
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
に

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
充
電
式
電
池
は
発
火
の
危
険
が
あ
り
ま
す
！ 

 

多
く
の
充
電
式
の
小
型
家
電(

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ―

・
ハ
ン
デ
ィ
扇
風
機
・
電
動
歯
ブ
ラ
シ
・
加

熱
式
た
ば
こ
な
ど)

に
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
過
度
な
力
が
加
わ
る

と
激
し
く
発
熱
・
発
火
し
、
大
変
危
険
で
す
。
内
地

で
は
ご
み
収
集
車
や
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
な
ど
で

火
災
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
充
電
式

の
小
型
家
電
を
廃
棄
す
る
際
に
は
、
充
電
式
電
池
は

「
有
害
物
・
危
険
物
」
の
日
に
、
そ
の
他
は
「
金
属

類
」
の
日
に
分
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
電
池
が
簡
単
に
外
せ
な
い
場
合
に
は
無
理

に
分
解
せ
ず
、
小
型
家
電
と
一
緒
に
お
出
し
だ
さ

い
。 

 

◎
多
量
の
ご
み
は
持
込
み
を
お
願
い
し
ま
す 

 

お
店
や
事
務
所
な
ど
の
事
業
で
発
生
し
た
紙
や
ダ

ン
ボ―

ル
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
飲
料
缶
な

ど
は
、
１
回
の
排
出
量
が
20
ｋ
ｇ
以
上
の
場
合
、

条
例
の
定
め
に
よ
り
父
島
は
ク
リ―

ン
セ
ン
タ―

に
、
母
島
は
リ
レ―

セ
ン
タ―

に
持
込
み
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
引
っ
越
し
の
際
な
ど
多
量
に
出
る
場
合
に

も
持
込
み
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

    

消
防
用
設
備
等
は
、
火
災
が
発
生
し
た
際
、
確
実

に
作
動
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
適
切
な
維
持
管
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

 

 

消
防
用
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
必

要
と
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物(

建
物)

の
関
係
者

行
文
線
整
備
事
業 

旭
橋
補
強
工
事 

通
行
止
め
に
伴
う
工
事
説
明
会 

イ
ル
ミ
ネ―

シ
ョ
ン
点
灯 

の
お
知
ら
せ(

父
島) 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

光
ケ―
ブ
ル
更
新
工
事
に
伴
う 

サ―

ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ(

父
島) 

 

村
議
会
を
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！ 

 

Y
o
u
tu

b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
▼ 

ご
み
に
つ
い
て
の
お
願
い 

 

消
防
用
設
備
等
の
点
検
と
報
告 

の
お
願
い 

 



  NO．762  令和 5(2023)年 12 月 1 日(金)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-3- 

(
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者)

は
、
設
置
さ
れ
て
い

る
消
防
用
設
備
等
を
定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果

を
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
小
笠
原
村
長
宛
に
報
告
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

点
検
及
び
報
告
で
ご
不
明
な
点
は
、
小
笠
原
村
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
点
検
・
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
】 

 

防
火
対
象
物(

建
物)
の
関
係
者(

所
有
者
、
管
理

者
、
占
有
者) 

【
点
検
を
す
る
人
】 

〇
次
の
１
ま
た
は
２
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物 

１
：
延
べ
面
積
が
１
、
０
０
０
平
方
メ―
ト
ル
以

上
の
防
火
対
象
物 

２
：
次
の
①
及
び
②
の
条
件
に
該
当
す
る
防
火
対
象

物(

延
べ
面
積
は
問
わ
な
い) 

①
特
定
用
途(

不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
用

途)

が
３
階
以
上
の
階
ま
た
は
地
階
に
存
す
る
も

の 

②
階
段
が
１
つ
の
も
の(

屋
外
階
段
等
で
あ
れ
ば
免

除) 
 

 

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備
点

検
資
格
者
が
点
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

〇
１
及
び
２
以
外
の
建
物 

 

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備
点

検
資
格
者
に
よ
る
点
検
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
建
物
の

関
係
者
や
防
火
管
理
者
等
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

【
点
検
か
ら
報
告
・
編
冊
ま
で
】 

１
《
点
検
の
実
施
》 

・
機
器
点
検(

６
ヵ
月
ご
と) 

 

消
防
用
設
備
等
の
適
正
な
配
置
、
損
傷
の
有
無
な

ど
を
外
観
か
ら
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
機
能
に

つ
い
て
、
外
観
か
ら
ま
た
は
簡
易
な
操
作
に
よ
り
判

別
で
き
る
事
項
を
確
認
し
ま
す
。 

・
総
合
点
検(

１
年
ご
と) 

 

消
防
用
設
備
等
を
作
動
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
総
合
的
な
機
能
を
確
認
し
ま
す
。 

２
《
不
良
個
所
の
改
修
》 

 

不
良
個
所
が
あ
れ
ば
、
消
防
設
備
士
等
に
相
談
す

る
な
ど
す
み
や
か
に
改
修
・
整
備
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

３
《
点
検
結
果
報
告
書
の
作
成
》 

 

 

点
検
結
果
を
記
入
し
た
点
検
結
果
報
告
書
及
び
点

検
票
を
２
部
ず
つ(

提
出
用
、
保
管
用)

作
成
し
ま

す
。 

４
《
報
告
期
間
》 

 

・
１
年
ご
と
に
１
回 

特
定
防
火
対
象
物 

物
品
販
売
店
舗
、
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病

院
、
社
会
福
祉
施
設
、
遊
技
場
な
ど 

・
３
年
ご
と
に
１
回 

非
特
定
防
火
対
象
物 

共
同
住
宅
、
事
務
所
、
工
場
、
倉
庫
、
駐
車
場
、

学
校
な
ど 

５
《
提
出
先
》 

 

 
小
笠
原
村
で
の
防
火
対
象
物
を
管
轄
す
る
小
笠
原

村
長
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

６
《
編
冊
》 

 

 

保
管
用
の
点
検
結
果
報
告
書
は
、
防
火
管
理
維
持

台
帳
や
、
消
防
関
係
台
帳
等(

形
式
の
決
ま
り
や
、

様
式
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
意
の
も
の
で
結
構
で

す
。)

を
準
備
し
て
編
冊
し
て
く
だ
さ
い
。
立
入
検

査
等
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 
２―

３
１
１
１ 

    

令
和
５
年
中
に
給
与
や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た

給
与
支
払
者(

法
人
・
個
人
事
業
者
な
ど)

は
、
す
べ

て
の
給
与
受
給
者(

臨
時
社
員
、
パ―

ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
事
業
専
従
者
を
含
む)

の
「
令
和
６
年
度
給

与
支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所

地
の
区
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
提
出
書
類
】 

①
「
給
与
支
払
報
告
書(

総
括
表)

」 

：
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

②
「
給
与
支
払
報
告
書(

個
人
別
明
細
書)

」 

：
給
与
受
給
者
１
人
に
つ
き
１
枚
作
成 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書(

兼
仕
切
書)

」 

：
普
通
徴
収
の
給
与
支
払
報
告
書
が
あ
る
場
合
、

提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

「
令
和
５
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」(

国
税
庁
制

作)(

※
１)

を
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
、
漏
れ
の

無
い
よ
う
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
用
の

「
給
与
支
払
報
告
書(

複
写
式)

」(

同
時
に
、
所
得

税(

国
税)

の
「
源
泉
徴
収
票
」
も
作
成
で
き
ま

す
。)

は
、
村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必

要
な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。 

【
提
出
期
限
】１
月
31
日(

水) 

【
提
出
場
所
】 

 

令
和
６
年
１
月
１
日(

令
和
５
年
中
に
退
職
し
た

場
合
は
、
退
職
日)

現
在
の
給
与
受
給
者
の
住
所
地

の
区
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
小
笠

原
村
が
住
所
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
財
政
課
税

務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

な
お
、
村
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
を
一
時
的
に

雇
用
し
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
方
の
住
所
地
の
区
市

町
村
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、eLTAX

を
利
用
し

て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動(

転
勤
・
退

職
な
ど)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
」(

※
２)

の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
１ 

国
税
庁
の
ホ―

ム
ペ―

ジ

(https://www.nta.go.jp)

か
ら
取
得
で
き
ま

す
。
ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

※
２ 
村
の
ホ―

ム
ペ―

ジ
「
財
政
課
」→

「
税
申

請
・
届
出
」→
「
給
与
支
払
者
の
報
告
・
届
出
」
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

 

 

12
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
３
期)

お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
３
期)

の
納
期
で
す
。 

納
期
限
は
、
12
月
25
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
４
日(

木)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

   

総
合
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
感
染
症
等
の
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
16
日(

土) 

１
年
発
表 

午
前
８
時
35
分
～
９
時
20
分 

２
年
発
表 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分 

３
年
発
表 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分 

【
場
所
】小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

※
当
日
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
時
間
は
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
検
温
・
消
毒
な
ら
び

に
状
況
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
等
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２―

２
５
０
２ 

   

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出 

を
お
願
い
し
ま
す 

 

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 小
笠
原
中
学
校 

総
合
発
表
会 
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  ◎
「
お
が
っ
子
ア―

ト
・
ス
ク―

ル
」 

本
校
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
美
術
・
音
楽
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
粘
土
や
ミ
ュ―
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
プ
チ
音
楽
会
な

ど
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。  

【
開
催
日
程
】 

《
１
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
》 

12
月
９
日(

土) 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
３
～
５
歳
児(

年
少
〜
年
長)

と
そ
の
保
護
者
》 

12
月
11
日(

月) 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

【
講
師
】本
校
教
科
担
当
者 

【
定
員
】各
15
組(

応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順) 

【
参
加
費
】無
料 

【
保
険
料
】１
人
あ
た
り
各
回
33
円 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先  小

笠
原
高
校
２―

２
３
４
６ 

        

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル―

プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域

の
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ

振
興
公
社
ホ―

ム
ペ―

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
期
間
】
12
月
22
日(

金)

ま
で 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
お
お
む
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
令
和
６
年
11
月
30
日
ま
で 

※
た
だ
し
、
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
事
業
を

開
始
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課 

総
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係         

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 
企
画
管
理
課 

 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

   小
笠
原
海
上
保
安
署
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機

関
に
よ
り
、
排
出
油
等
を
原
因
と
し
た
海
洋
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
の
実
働
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
訓
練
で
は
、
海
上
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展

張
し
ま
す
の
で
、
訓
練
時
間
中
に
訓
練
実
施
場
所
付

近
を
航
行
す
る
際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
日
時
】 

12
月
４
日(

月) 

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ
ま
で
の
間 

【
実
施
場
所
】父
島
・
二
見
漁
港 

(

巡
視
船
み
か
づ
き
係
留
場
所
周
辺
海
域) 

                   ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署       

２―

７
１
１
８ 

   令
和
６
年
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式
を
開

催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【
日
時
】１
月
５
日(

金)

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

【
場
所
】海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

※
駐
車
場
の
用
意
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
警
察
署 

 

２―

２
１
１
０ 

 

    

  【
開
催
日
時
】
12
月
10
日(

日)

午
前
８
時
～ 

【
場
所
】母
島
小
中
学
校
校
庭 

【
主
催
】小
笠
原
警
察
署 

【
申
込
締
切
】
12
月
６
日(

水)

午
後
５
時 

※
申
込
用
紙
は
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。 

※
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

 

３―

２
１
１
０ 

  

【
日
程
】
12
月
12
日(

火) 

【
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ―

 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
12
月
22
日(

金) 

【
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
予
約
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分) 

訓練実施場所 
 

船客待合所 

海上保安署 

発電所 

水産試験場 

赤灯台 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の 

募
集(

第
３
回) 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練 

を
行
い
ま
す(

父
島) 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

武
道
始
式 

 

母
島
防
犯
ゲ
―
ト
ボ
―
ル
大
会 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 
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東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

 

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ―

ツ
局 

都
民
生
活
部

地
域
活
動
推
進
課 ０

３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

  

【
日
時
】
12
月
19
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

退
職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査
２―

２
１
０
２ 

 

  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
12
月
７
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
母
島
》 

【
日
時
】
12
月
７
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】母
島
診
療
所 

 ○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３―
２
１
１
１ 

  母
島
で
の
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
日
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】接
種
を
ご
希
望
の
59
歳
以
上
の
方
。 

【
自
己
負
担
額
】２
回
接
種
で
４
、
６
８
０
円
。(

１

回
あ
た
り
２
、
３
４
０
円) 

【
接
種
日
時
】※
２
回
セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す 

 

○
１
回
目…

１
月
22
日(

月)

午
後
４
時
～ 

○
２
回
目…

３
月
18
日(

月)

午
後
４
時
～ 

【
予
約
方
法
】 

診
療
時
間
内
に
、
12
月
28
日(

木)

ま
で
に
母
島

診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※ 

父
島
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小
笠
原
村

診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
接
種
日
は
ご
予

約
時
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先                 

母
島
診
療
所 

 
 
       

３―

２
１
１
５ 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

(

接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先) 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

   

今
回
の
健
診
は
小
児
科
専
門
医
を
招
い
て
、
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

《
父
島
》 

【
日
時
】
12
月
11
日(

月) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ―

２
階
大
会
議
室 

 

《
母
島
》 

【
日
時
】
12
月
９
日(

土) 

受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時
30
分 

【
場
所
】 母

島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル―

ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 
村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

  

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
フ
ロ
ス
の
使
い

方
な
ど
実
技
を
交
え
て
お
話
し
し
ま
す
。 

※
事
前
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【
日
時
】 

《
０
歳
～
１
歳
６
か
月
ク
ラ
ス
》 

12
月
18
日(

月)

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
１
歳
７
か
月
～
３
歳
ク
ラ
ス
》 

12
月
18
日(

月)

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ―

 

２
階
大
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
12
月
15
日(

金) 

【
持
ち
物
】 

い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 

２―

３
９
３
９ 

     ※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
予
約
受
付
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
12
日(

火)

午
前
９
時
～
正
午 

 

《
母
島
》 

【
場
所
】母
島
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
10
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談  

定
期
予
防
接
種 

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種(
母
島) 

 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

 

育
児
学
級(

歯
科
の
会)(

父
島) 

 

 

小
児
科
専
門
診
療 
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  ※
全
て
予
約
制
で
す
。 

 

【
予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
20
日(

水)

～
25
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
12
月
23
日(

土)

・
24
日(

日)
は
休
診
で
す] 

 《
母
島
》 

【
場
所
】母
島
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
18
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   【
休
診
日
】
12
月
１
日(

金)

～
９
日(

土) 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

３―

２
１
１
５ 

   【
休
診
日
】
12
月
27
日(

水)

～
１
月
５
日(

金) 

  ※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

     

  

 

12
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

    

こ
の
度
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
電
気
設
備
の

安
全
点
検
を
「
東
京
電
気
安
全
サ―

ビ
ス
」
会
社

に
て
実
施
し
ま
す
。 

調
査
員
は
、
調
査
員
証(

顔
写
真
入
り)

を
付
け
た

ユ
ニ
ホ―

ム
で
訪
問
し
ま
す
。 

安
全
点
検
に
伴
い
停
電
の
ご
了
承
を
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(

安
全
点
検
で
費

用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。) 

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
12
月
９
日(

土)

～
19
日(

火) 

 ●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
パ
ワ―

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
タ
ク
ト 

セ
ン
タ―

 
 
 

０
１
２
０―

９
９
５―

０
０
７ 

   

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
災
害
発
生
に
備
え
て
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル(

１
７
１)

・
災
害
用
伝
言
板(

ｗ

ｅ
ｂ
１
７
１)

の
使
い
方
を
覚
え
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
よ
り
多
く
の
皆
様
が
体
験
利
用
で
き
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 
【
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
体
験
利
用
提
供
日
】 

○
毎
月
１
日
、
15
日 

○
正
月
三
が
日 

○
防
災
週
間 

(

８
月
30
日
午
前
９
時
～
９
月
５
日
午
後
５
時) 

○
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間 

(

１
月
15
日
午
前
９
時
～
１
月
21
日
午
後
５
時) 

  

●
問
合
せ
先(

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
掲
載
Ｈ
Ｐ) 

https://www.ntt―
east.co.jp/saigai/ 

voice171/ 

本
サ―

ビ
ス
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
提
供
の
「
災
害
用

伝
言
板(

１
７
１)

」
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
で
登
録
さ
れ
た
伝
言
内
容
を
、
相
互
に
確
認
が
可

能
で
す
。 

https://www.ntt―
east.co.jp/saigai/ 

web171/ 

     

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｍ
Ｅ(

小
笠
原
父
島) 

    

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
の
二
見
港
船
客
待
合
所
内

観
光
案
内
窓
口
で
は
、
手
荷
物
１
個
に
つ
き
５
０
０

円
で
出
港
ま
で
お
預
か
り
す
る
サ―

ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

は
は
じ
ま
丸
の
乗
り
継
ぎ
で
上
京
さ
れ
る
母
島
島

民
の
方
は
、
繁
忙
期
を
除
き
無
料
で
お
預
か
り
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
無
料
で
の
お
預
か

り
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。(

有
償
で
の
手

荷
物
預
か
り
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。) 

ご
不
便
を
お
か
け
し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会
２―

２
５
８
７ 

 

 

 

  

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,636 等級 大人 小人 学生

62,130 53,160 31,070 (+2,708) 5,190 2,600 4,160

(+12,630) (+10,810) (+6,320) 17,349 (+1,240) (+620) (+1,000)

44,870 35,900 22,440 (+2,521) 6,230 3,120

(+9,120) (+7,300) (+4,560) 15,959 (+1,490) (+750)

33,800 27,040 16,900 (+2,319) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,870) (+5,490) (+3,430) 1,867

29,670 23,740 14,840 (+271)

(+6,030) (+4,820) (+3,020) 1,390 10,045

等級 村民 村民小人 身障者 (+202) (+1,597)

48,670 24,340 31,070 9,417

(+9,890) (+4,950) (+6,320) (+1,497)

31,410 15,710 22,440 8,789

(+6,380) (+3,190) (+4,560) (+1,397)

23,660 11,830 16,900 1,006

(+4,800) (+2,400) (+3,430) (+160)

20,770 10,390 14,840 759

(+4,220) (+2,110) (+3,020) (+121)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

12月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
1

‐
5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
5

‐
3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

災害用伝言ダイヤル 

(１７１) 

▼ 

災害用伝言板 

(WEB171) 

▼ 

 
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

 

母
島
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

 

 

小
笠
原
村
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

東
京
電
力
パ
ワ
―
グ
リ
ッ
ド(

株) 

小
笠
原
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル(

１
７
１) 

体
験
利
用
の
ご
案
内 

出
港
日
の
母
島
島
民
向
け 

無
料
手
荷
物
預
か
り
を
終
了
し
ま
す 

 



  NO．762  令和 5(2023)年 12 月 1 日(金)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-7- 

 

 
小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
元
旦
の
海
び
ら
き
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

◎
日
本
一
早
い
海
び
ら
き 

【
日
時
】１
月
１
日(
月)

午
前
９
時
30
分
～ 

【
場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

※
荒
天
時
は
中
止(
小
雨
決
行) 

な
お
、
年
末
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、

実
施
し
ま
せ
ん
。 

 ●
問
合
せ 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会
２―

２
５
８
７ 

 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
元
旦
の
海
び
ら
き
イ

ベ
ン
ト
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日(

日)

午
前
９
時
～
午
後
１
時
ご
ろ 

②
１
月
１
日(

月)

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ご
ろ 

※
別
途
事
前
ミ―

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
希
望
し
ま
す
が
、
①
～
②
の
い
ず
れ
か
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】 

ス
テ―

ジ
設
営
・
撤
収
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他 

海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
時
の
海
で
の
安
全
管
理(

有

資
格
者) 

【
時
給
】１
、
５
０
０
円 

 
 

１
、
８
０
０
円(

有
資
格
者) 

【
応
募
方
法
】応
募
フ
ォ―

ム

(https://forms.gle/x8DjsoeTi7Y5SAcB7)

よ

り
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
12
月
15
日(

金)

午
後
５
時
ま
で 

●
問
合
せ
先
・
申
込
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会
２―

２
５
８
７ 

 

  「
は
は
じ
ま
海
び
ら
き
２
０
２
４
＆
日
本
一
早
い

初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。
な
お
天

候
等
の
状
況
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
は
は
じ
ま
海
び
ら
き
２
０
２
４ 

【
日
程
】１
月
１
日(

月) 

【
時
間
】午
前
10
時
～
お
昼
過
ぎ
ご
ろ 

【
場
所
】母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
、 

ま
た
は
母
島
小
中
学
校(

予
定) 

※
雨
天
時
、
中
止 

【
内
容
】 

小
笠
原
太
鼓
・
新
春
鏡
割
り
・
南
洋
踊
り
・
や
し

っ
こ
ゲ―

ム
・
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
な
ど 

※
開
催
場
所
、
時
間
、
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
の
申

込
み
方
法
等
は
、
母
島
観
光
協
会
ホ―

ム
ペ―

ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

【
日
程
】１
月
１
日(

月) 

【
集
合
時
間
】早
朝
４
時
30
分(

予
定) 

【
集
合
場
所
】船
客
待
合
所 

【
内
容
】 

小
富
士
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
後
、
初
日
の
出
を
見
ま

す
。
懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
無
料
・
参
加
申
込
み
等
の
詳
細
は
、
母
島
観

光
協
会
ホ―

ム
ペ―

ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

 ◎
新
春 

羽
根
つ
き
大
会 

【
日
程
】１
月
２
日(

火) 

【
時
間
】午
後
２
時
30
分
～ 

【
場
所
】母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

※
雨
天
時
、
母
島
小
中
学
校
体
育
館(

予
定) 

【
内
容
】 

島
の
竹
で
作
っ
た
羽
根
を
、
タ
マ
ナ
の
羽
子
板
で

突
い
て
遊
び
ま
す
。 

※
同
日
の
午
後
１
時
30
分
～
羽
根
つ
く
り
講
習
会

も
開
催
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会      

３―

２
３
０
０ 

    

来
年
は
硫
黄
島
で
の
強
制
疎
開
か
ら
80
年
目
の

年
と
な
り
ま
す
。「
硫
黄
島
強
制
疎
開
80
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
日
時
】２
月
17
日(

土)

午
後
２
時
～
５
時 

【
会
場
】明
治
学
院
大
学 

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
３
１
０
１
教
室 

【
内
容
】 

司
会
・
オ―

ガ
ナ
イ
ザ―

：
石
原 

俊(

明
治
学
院

大
学
教
授
／
全
国
硫
黄
島
島
民
三
世
の
会
顧
問) 

開
会
挨
拶
：
渋
谷
正
昭(

小
笠
原
村
長) 

第
一
部 

基
調
講
演 

「
硫
黄
島
強
制
疎
開
80
周
年
に
あ
た
っ
て
」 

滝
口
悠
生(

作
家
／
硫
黄
島
島
民
三
世) 

奥
山
登
喜
子(

硫
黄
島
島
民
一
世) 

第
二
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

伊
藤
謙
一(

硫
黄
島
帰
島
促
進
協
議
会
副
会
長
／

硫
黄
島
島
民
二
世) 

高
橋
淑
子(

全
国
硫
黄
島
島
民
の
会
会
員
／ 

硫
黄
島
島
民
三
世) 

滝
口
悠
生 

奥
山
登
喜
子 

【
主
催
】明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研
究
所
、 

全
国
硫
黄
島
島
民
三
世
の
会 

な
お
、
当
日
の
様
子
は
、
後
日Youtube

に
て
配

信
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研
究
所(PRIME) 

 

０
３―
５
４
２
１―

５
６
５
２ 

メ―

ル
：prime@prime.meijigakuin.ac.jp 

      ◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

12
月
19
日(

火) 

午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

12
月
20
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】 

ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

12
月
か
ら
は
ネ
コ
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
の
２
階

の
会
議
室
で
診
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
ネ
コ
は
ケ―

ジ
に
入
れ
て
、
小
型
犬
は
ケ―

ジ

に
入
れ
て
か
、
リ―

ド
を
し
て
抱
き
か
か
え
て
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
事
項
】 

診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有

料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
予
約
申
込
み
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

  

２―

２
２
７
０ 

        

年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集
！ 

 

年
始
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ(

父
島) 

 

は
は
じ
ま
海
び
ら
き
２
０
２
４
＆ 

日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

 

硫
黄
島
強
制
疎
開
80
周
年 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 

■
ペ
ッ
ト
の
登
録
は
済
み
ま
し
た
か
？ 

小
笠
原
村
で
30
日
を
超
え
て 

ペ
ッ
ト
を
飼
養
す
る
方
は
、 

村
民
の
方
も
短
期
の
滞
在
者 

の
方
も
登
録
が
必
要
で
す
。 

ペ
ッ
ト
の
登
録
が
済
ん
で 

い
な
い
方
は
、
環
境
課
に
て 

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
、
30
年
あ
ま
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
、
令
和
４

年
に
沖
縄
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ミ
カ
ン
コ

ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ
、
定
着

を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
寄

主
果
実
の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８

０
０
ト
ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ

り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総

合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵

入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

の
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

土
壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前

に
小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ◎
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ

(

空
心
菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び

地
下
部 

 【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分) 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２―

２
１
０
２ 

   

  

 

環
境
省
・
林
野
庁
・
文
化
庁
・
東
京
都
・
小
笠
原
村

は
、「
世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
管
理
計
画
」
（２

０
１
８
年
３
月
改
定
）に
基
づ
い
て
、
小
笠
原
諸
島
世

界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

自
然
環
境
や
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
、

新
た
な
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
度
、
新
た
な
計
画
の
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
現
在
、
広
く
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
計
画(

案)

の
閲
覧
方
法
】 

次
の
①
も
し
く
は
②
の
方
法
で
閲
覧
く
だ
さ
い
。 

①
関
東
地
方
環
境
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
添
付
資
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

  

②
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
（
小
笠
原
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）
に
設
置
し
て
い
る
印
刷
物
に

て
確
認 

【
意
見
募
集
期
間
】
12
月
10
日(

日) 

必
着 

【
意
見
提
出
方
法
】 

関
東
地
方
環
境
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
又
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
る
所
定
の
意
見
提
出
様
式
に
従
い
、
電
子
メ

ー
ル
又
は
郵
便
（
又
は
持
参
）
で
提
出
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 

   

 

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
両
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
に

て
傍
聴
で
き
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
締
切
日
ま
で
に
傍
聴
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
場
で
の

傍
聴
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。 

【
日
時
・
会
場
】 

《
地
域
連
絡
会
議
》 

12
月
21
日(

木)

午
後
４
時
～
６
時(

予
定) 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ―

／
小
笠
原
村
母
島
支
所 

《
科
学
委
員
会
》 

12
月
25
日(

月)

午
後
４
時
～
６
時(

予
定) 

主
：
関
東
地
方
環
境
事
務
所(

さ
い
た
ま
市) 

副
：
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【
両
会
議
の
議
題(

予
定)

】 

世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
管
理
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て 

他 

【
傍
聴
登
録
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
ま
た
は
関
東
地
方
環
境
事
務
所
に
て
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
メ
ー
ル
に
て
傍
聴
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。 

○
記
載
事
項 

件
名
：「
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会

議
の
傍
聴
登
録
」
も
し
く
は
「
小
笠
原
諸

島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
傍

聴
登
録
」 

本
文
：
氏
名
、
所
属
名(

個
人
の
場
合
、
所
属
名
は

不
要) 

○
登
録
用
メ―

ル
ア
ド
レ
ス 

 
 
jigyo@ogasawara―

info.jp   

(

※
２
次
元
コ―

ド
を
読
み
取
る
と
、
メ―

ル
件
名

が
「
科
学
委
員
会
」
の
傍
聴
登
録
と
設
定
さ
れ
ま
す

の
で
、「
地
域
連
絡
会
議
」
の
傍
聴
希
望
の
場
合
は

修
正
し
て
く
だ
さ
い
。) 

【
登
録
締
切
】 

《
地
域
連
絡
会
議
》
12
月
19
日(

火)

午
後
５
時 

《
科
学
委
員
会
》 

12
月
21
日(

木)

午
後
５
時 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

「
世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島 

管
理 

計
画(

案)

」
に
対
す
る
意
見
の
募
集 

 

関
東
地
方
環
境
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

令
和
５
年
度
第
２
回
「
小
笠
原
諸
島
世
界
自

然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」「
小
笠
原
諸
島
世
界

自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
」
の
開
催 

 

▼ 
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「
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ 

～
動
物
園
に
も
マ
イ
マ
イ
、

南
島
に
も
マ
イ
マ
イ
～
」 

 

小
笠
原
諸
島
に
し
か
い
な
い
固
有
の
マ
イ
マ
イ

(

カ
タ
ツ
ム
リ)

に
つ
い
て
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン

タ―

で
飼
育
を
担
う
島
民
ス
タ
ッ
フ
や
本
州
の
動

物
園
や
水
族
園
で
飼
育
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
、
長
年
マ
イ
マ
イ
の
保
全
に
携
わ
る
関

係
者
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
『
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
』
を
お
伝
え
し
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
で

も
確
認
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】 

12
月
４
日(

月)

午
後
７
時
～
８
時
30
分(

予
定) 

【
会
場
】 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ―

／ 

ウ
ェ
ブ
同
時
配
信
予
定(

参
加
登
録
不
要) 

※
ウ
ェ
ブ
で
の
視
聴
に
際
し
て
は
メ―

ル
ア
ド
レ

ス
入
力
等
の
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
早
め

の
ア
ク
セ
ス
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

※
質
疑
は
会
場
か
ら
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

【
配
信URL(Webex)

】

https://moelan.webex.com/moelan/j.php?MT

ID=m76e7f9934f86569e509e5639d5e43749 

ウ
ェ
ビ
ナ―

番
号: 2513 289 4459 
 

  ●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 

  

【
開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
、
観
光
船
入
港
中 

【
開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ―

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
展 

○
「
ザ
・
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展
～
あ
の
こ
ど
ん
な

こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

○
「
島
の
く
ら
し
」
展
～
意
外
と
知
ら
な
い
島
の
あ

れ
こ
れ 

本
館
に
て
開
催
中 

現
在
の
島
の
生
活
、
衣
食
住
を
メ
イ
ン
に
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
民
芸
品
タ
コ
ノ
葉
細
工
の
コ―

ナ―

で
は
、
そ
の
歴
史
と
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 ◎
講
演
会 

小
笠
原
諸
島
で
の
適
応
放
散
が
知
ら
れ
て
い
る
ヒ

メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
の
仲
間
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究

の
進
捗
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
19
日(

火)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
内
容
】 

①
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！
ヒ
メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
類
の

世
界 

 

苅
部
治
紀(

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球 

博
物
館) 

②
チ
チ
ジ
マ
ヒ
メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
の
保
全
に
向
け
て 

 

井
上
正
隆(

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

小
笠
原
海

洋
島
研
究
会) 

③
チ
チ
ジ
マ
ヒ
メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
飼
育
奮
闘
記 

 

加
賀
芳
恵(

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

小
笠
原
自

然
文
化
研
究
所) 

【
場
所
】新
館
ホ―

ル 

【
主
催
】小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

【
協
力
】 

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
、
小
笠
原

海
洋
島
研
究
会
、(

一
社)

ビ―

ア
イ
オ―

、
公
益
財

団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ―

セ
ン
タ―

 

２―

３
０
０
１ 

 

 
 
 
 
 
 
 

  ◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か
ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路

の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺

で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。
通
行
止
め
は

行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る
際
は
、
ご
注
意

の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】 

12
月
１
日(

金)

、
13
日(

水)

、
21
日(

木) 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
に
つ
い
て 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の

国
有
林
指
定
ル―

ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ

た
ル―

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(
住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

※
別
図
参
照 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル―

ト
】 

12
月
２
日(

土) 

鳥
山
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区
間
な

し  

12
月
３
日(

日) 

④
時
雨
山
指
定
ル―

ト 

12
月
８
日(

金) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ―

チ
方
面
遊
歩
道 

12
月
９
日(

土) 

④
時
雨
山
指
定
ル―

ト 

12
月
14
日(

木) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル―

ト 

12
月
15
日(

金) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル―

ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル―

ト 

12
月
22
日(

金) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ―

チ
方
面
遊
歩
道 

12
月
23
日(

土) 

④
時
雨
山
指
定
ル―

ト 

        

 

    ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

        

 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 

ビ
ジ
タ
―
セ
ン
タ
―
の
お
知
ら
せ 

 

 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
・
排
除(

父
島) 
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「
初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
！
」 

 

10
月
25
日
に
、
伊
豆
諸
島
の
御
蔵
島
や
八
丈

島
、
さ
ら
に
は
ハ
ワ
イ
で
２
０
２
３
／
２
４
シ―

ズ

ン
の
初
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ(

初
ザ
ト
ウ)
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
、
約
１
週
間
。
小
笠
原
で
も
、
待
ち
に
待
っ
た

初
ザ
ト
ウ
が
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
情
報
が
あ
っ

た
の
は
、
11
月
２
日
。
父
島
列
島
西
島
の
南
西
に

お
い
て
、
１
頭
の
ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
昨
シ―

ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
が
11
月
26
日

で
し
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
３
週
間
以
上
早
い
初
確

認
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
報
せ
を
い
た
だ
き
、
Ｂ
し

っ
ぷ
前
に
も
、
早
速
、「
鯨
の
ぼ
り
」
が
泳
ぎ
始
め

ま
し
た
。 

さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月

に
か
け
て
、
ウ
ェ
ザ―

ス
テ―

シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら

毎
朝
30
分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

過
去
３
年
間
の
結
果
を
振
り
返
っ
て
み
る
と(

図)

、

昨
シ―

ズ
ン
の
ピ―

ク
時
期(

２
～
３
月)

は
、
そ
の

前
２
シ―

ズ
ン
を
上
回
る
発
見
数
を
記
録
し
た
こ
と

が
見
て
と
れ
ま
す
。
今
月
か
ら
今
シ―

ズ
ン
の
観
測

が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
半
年
間
、
発
見
数
が

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
Ｂ
し
っ
ぷ
内
の
掲
示
板
や
Ｏ
Ｗ
Ａ
の

Ｘ(

旧Twitter)

で
は
、
毎
朝
の
観
測
結
果
速
報
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
毎
月
の
村
民
だ
よ
り
と

共
に
、
毎
朝
の
結
果
速
報
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！ 

      

                   

【
ホ
エ―

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル―

ル
遵
守
の
お

願
い
】 

12
月
か
ら
５
月
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
と
な
り
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
あ
た
り
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観

察
で
き
る
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル―

ル
の
遵

守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ―

ト
ル
以
内
を
減
速
水

域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ―

ト
ル
以
内
を
侵
入
禁

止
水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ―

ト
ル
以
内
に

接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船

状
態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ

の
行
動
を
と
る
。 

 ● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ―

ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

２―

３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ―

だ
よ
り 

そ
の
271 

 ―

カ
メ
セ
ン
の
今
、
何
し
て
る
？―

 

 

す
っ
か
り
肌
寒
く
な
り
、
島
民
の
皆
様
も
冬
支
度

を
始
め
て
い
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
も
終
わ
っ
て
カ
メ
セ
ン

タ―

は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
と
ご
質
問

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
11
月
半

ば
ま
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ふ

化
後
調
査
と
い
っ
て
、
子
ガ
メ
た
ち
が
ふ
化
・
脱
出

し
た
あ
と
の
産
卵
巣
を
掘
り
返
し
、
ふ
化
し
た
数
や

残
念
な
が
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た
卵
の
数
、
他
の
生
き

物
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
た
卵
の
数
な
ど
、
様
々
な
デ

―

タ
を
収
集
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。 

７
月
末
ま
で
に
産
卵
の
ピ―

ク
シ―

ズ
ン
は
終

了
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
９
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
は
産

卵
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
産
卵
か
ら
ふ
化
ま
で
約
２
か

月
か
か
る
の
で
、
11
月
ま
で
調
査
を
続
け
て
い
る

の
で
す
。
12
月
か
ら
は
こ
れ
ら
の
デ―

タ
を
ま
と

め
、
皆
様
に
ご
報
告
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
ど
ん
な
記
録
を
残
し
た

の
か
、
毎
年
の
変
化
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。 

先
ほ
ど
書
い
た
通
り
、
９
月
中
旬
ま
で
産
卵
の
確

認
が
あ
り
ま
す
。
大
人
の
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
は
繁
殖
の

た
め
に
１
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
来
遊
し
は
じ
め
、
９
月

ご
ろ
ま
で
観
察
出
来
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の

季
節
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
彼
ら
は
ウ
ェ
ン
ト
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ン
ト
ル
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
は
こ
の
季
節
に

は
見
か
け
な
い
は
ず
の
ウ
イ
ン
タ―

タ―

ト
ル
か

ら
派
生
し
、
小
笠
原
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
の
海
域
は
エ
サ
と
な
る
海
藻
が
決
し
て
豊
富

で
は
な
い
た
め
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の

か
、
将
来
的
に
は
本
州
沿
岸
へ
移
動
し
て
い
く
の

か
、
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の

シ―

ズ
ン
は
終
わ
っ
た
と
思
わ
ず
、
ウ
ェ
ン
ト
ル

た
ち
の
謎
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 
 

―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ―

 
 

２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ―

ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ―

) 

ホ―

ム
ペ―

ジ 
https://bonin―

ocean.net 

  「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄

島
で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の

書
誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

硫
黄
島
編(

最
終
号) 

─
─

な
ん
で
死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
？ 

だ
か
ら
、
ガ
ス
が
、
海
の
方
で
爆
発
し
て
、
ガ
ス

上
が
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

そ
れ
で
牛
が
死

ん
じ
ゃ
っ
た
の
。
広
が
れ
ば
そ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

風
の
具
合
で
［
か
た
ま
っ
て
］
上
が
っ
て
き
た
ん
じ

ゃ
な
い
の
？ 

─
─

か
わ
い
が
っ
て
た
牛
で
し
ょ
う
？
お
兄
さ
ん
し

か
操
れ
な
か
っ
た
？ 

こ
わ
い
牛
だ
っ
た
。「
そ
ば
い
っ
ち
ゃ
だ
め
だ

よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
た
の
。 

─
─

す
べ
て
の
生
と
死
が
近
い
よ
ね
、
昔
は…

…

。 

今
は
さ
、
葬
儀
場
と
か
あ
る
で
し
ょ
。［
硫
黄
島

で
は
］
自
分
ち
で
お
坊
さ
ん
頼
む
と
か
し
か
な
い
も

ん
ね
。
島
だ
か
ら
、［
葬
祭
］
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た

よ
。
運
動
会
と
か
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
よ
。
お
正
月

も
、
ち
ゃ
ん
と
着
物
、
羽
織
着
て
。
若
い
人
も
、
羽

根
突
き
や
っ
て
ね
。
凧
あ
げ
は
、
自
分
ち
で
も
や
っ

た
よ
。
自
分
ち
は
、
上
に
白
い
コ
ン
ク
リ
打
っ
た
岩
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が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
、
そ
こ
で
あ
げ
て
。
今
度
は
下

の
洗
濯
も
の
干
す
、
物
干
し
の
柱
が
あ
る
で
し
ょ

う
、
そ
こ
に
結
わ
い
て
、
ご
飯
食
べ
な
が
ら
見
て
る

の
。
ブ
ン
ブ
ン
唸
っ
て
る
ん
だ
よ
。
う
ち
の
お
兄
さ

ん
な
ん
か
さ
、
年
末
に
な
る
と
、
マ
ニ
ラ
の
葉
っ
ぱ

を
取
っ
て
き
て
、
棘
の
な
い
や
つ
、
あ
る
で
し
ょ

う
、
マ
ニ
ラ
の
。
下
水
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
、
台
所
で
使
っ
た
水
と
か
が
流
れ
て
く
る
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
み
ん
な
敷
い
て
お
い
て
。
そ
う
す
る
と

葉
っ
ぱ
の
色
が
変
わ
っ
て
。
そ
れ
を
［
葉
っ
ぱ
の
表

面
を
］
鎌
で
上
の
方
を
取
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
う
す
る

と
き
れ
い
な
繊
維
が
あ
る
の
。
そ
れ
を
き
れ
い
に
洗

っ
て
、
干
し
て
。［
糸
を
縒
る
］
タ
コ
糸
を
作
る

の
。［
糸
は
］
マ
ニ
ラ
の
葉
か
ら
ね
。
凧
は
、
元
山

の
、
Ｋ
お
じ
さ
ん
が
、
２
枚
張
り
と
か
３
枚
張
り
と

か
、
４
枚
張
り
と
か
。
ち
ゃ
ん
と
和
紙
、
半
紙
み
た

い
に
な
っ
て
る
の
［
で
作
っ
て
く
れ
る
］。
為
朝
の

絵
を
描
い
て
く
れ
て
、
ち
ゃ
ん
と
染
め
て
く
れ
て
、

糸
も
付
け
て
く
れ
る
。 

(

川
島
恒
夫)

竹
は
あ
っ
た
の
か
？ 

篠
竹
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
、
そ
う
。
う
ち
の
場
合

は
、
Ｋ
の
お
じ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
。
う
な
り

［
＝
凧
の
両
上
端
に
付
け
る
和
紙
の
こ
と
。
付
け
る

と
風
で
唸
る
よ
う
に
な
る
］
も
付
け
て
く
れ
る
ん
だ

よ
、
だ
か
ら
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
唸
っ
て
る
ん
だ

よ
。
風
で
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
、
糸
が
切
れ

て
。 

(

川
島
恒
夫)

硫
黄
島
は
［
島
民
が
］
戻
れ
な
か
っ
た

か
ら
。
全
然
、
語
る
人
も
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か

ら…
…
 

お
米
も
ど
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
か
、
知
ら
な
い
で

食
べ
て
た
ん
だ
か
ら
。
玄
米
で
来
る
、
俵
で
来
る
ん

だ
よ
。
精
米
所
も
あ
る
ん
だ
よ
、
元
山
に
。
戦
争
中

は
、
俵
で
配
給
に
な
っ
て
、［
だ
か
ら
］
臼
で
搗
い

て
。
戦
争
前
は
精
米
所
も
あ
っ
た
。
い
っ
ぱ
い
俵
で

積
ん
で
残
し
て
き
た
か
ら
。
全
部
、
軍
隊
に
食
べ
ら

れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。 

─
─

来
年
［
＝
２
０
２
１
年
］
は
［
コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
て
墓
参
が
再
開
見
込
み
な
の
で
］
硫
黄
島
が
ん
ば

っ
て
行
け
る
よ
う
に
行
こ
う
っ
て…

…

。
た
だ
ね
、

行
っ
た
ら
帰
っ
て
き
た
く
な
い
よ
。 

(

完) 

い
か
が
で
し
た
か
。
硫
黄
島
は
小
笠
原
村
だ
と
実

感
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
激
動
の
時
代
の
ご
苦

労
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
川
島
フ
サ
子
様
と
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
石

原
俊
教
授
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

・
・
・
次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ(

１)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
三
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
亜
種
」 

 
人
気
を
集
め
た
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
の
お
か
げ

で
、
巷
に
は
思
い
が
け
ず
分
類
学
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
た
。
主
人
公
が
著
名
な
植
物
分
類
学
者
「
牧
野
富

太
郎
」
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
「
ら
ん
ま
ん
」
に
ゴ
ジ
ラ
が
現
れ
て
大
暴
れ

す
る
話
、
と
は
、
先
日
封
切
ら
れ
た
話
題
の
映
画

「
ゴ
ジ
ラ―

1.0

」
を
観
た
知
人
の
寸
評
で
あ
る
。

未
見
の
私
に
は
意
味
不
明
な
ゴ
ジ
ラ
評
で
あ
っ
た
。 

ゴ
ジ
ラ
は
、
初
上
陸
の
地
、
と
い
う
設
定
も
含
め

て
小
笠
原
と
縁
が
深
い
。 

実
は
ゴ
ジ
ラ
を
分
類
上
の
学
名
に
冠
し
た
ト
カ
ゲ

が
実
在
す
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
サ
ン
ク
リ
ス
ト

バ
ル
島
に
生
息
す
る
ウ
ミ
イ
グ
ア
ナ
の
固
有
亜
種
で

あ
る
。「
ゴ
ジ
ラ
」
は
そ
の
亜
種
名
だ
が
、
英
語
で

もGodzilla Marine iguana

と
呼
ば
れ
、
保
全

対
象
に
も
な
っ
て
い
る
。 

ゴ
ジ
ラ
が
保
全
対
象
、
と
は
皮
肉
な
話
だ
が
、
脊

椎
動
物
で
は
こ
の
よ
う
に
、
種
の
下
位
の
分
類
階
級

で
あ
る
亜
種
も
保
全
単
位
と
す
る
場
合
が
多
い
。
西

表
島
の
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
も
ベ
ン
ガ
ル
ヤ
マ
ネ

コ
の
亜
種
で
あ
る
。 

一
方
、
小
笠
原
の
陸
貝
は
あ
ま
り
亜
種
ま
で
区
別

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
亜
種
レ
ベ
ル
で
異
な
る
集

団
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
分
類
し

た
ら
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属
だ
け
で
亜
種
は
百
を
超
え

る
だ
ろ
う
。
同
じ
種
の
中
に
、
そ
れ
だ
け
独
立
の
保

全
対
象
に
な
り
う
る
集
団
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

最
近
は
保
全
の
必
要
性
か
ら
亜
種
ま
で
分
類
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
い
ず
れ
カ
タ
マ

イ
マ
イ
に
も
ゴ
ジ
ラ
は
と
も
か
く
、
ア
ニ
メ
や
ゲ

―

ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ―

名
を
冠
し
た
亜
種
が
ど
っ

さ
り
、
と
い
う
楽
し
い
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。 

               

【
文
】東
北
大
学 

千
葉 

聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

 ●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

２―

３
１
１
７ 
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 血管は心臓からの圧力を常に受けており、加齢に

より、どうしても血管は硬くなります。（動脈硬化） 

血管が硬いとより血圧が高くなり、血管が詰まり

やすかったり破れたりします。細い血管の多い、脳・

心臓・腎臓は、その影響を受けやすく、脳卒中・心臓

病・腎臓病などの病気のリスクが高くなります。 

 

 

 

 

  

 

 

11月の住民健診はいかがでしたか？健診で必ず測定する「血圧」。なぜ血圧は大切なのでしょうか？ 

今回は血圧とは何なのか、高血圧はなぜ体に良くないのかお伝えし、高血圧予防について重要なポイントをご紹介します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：ヒトの血管ってそんなに長いんだね。体ってすごいんだなぁ。 

保健師：クジラさんの血管はどのくらいの長さなのでしょうね。 

健診は大切な自分の体の状態を確認する良い機会です。健診をきっかけに自分の生活を

見直すことが出来ると良いですね。ぜひ出来ることから取組んでみてください♪ 

クジラ：そうだね！塩の代わりにレモンやトウガラシを使って減塩してみるよ！ 

― 村民課福祉係― 

― 第２８６号― 

 

収縮期血圧（上の血圧）が 140mmHg 以上 

又は、拡張期血圧（下の血圧）が 90mmHg 以上 

の状態です。 

血管に送り出す血液の
圧力が強い状態が続く 

血管に負担
がかかる 

血管が傷つく 

血管が硬くなる
（動脈硬化） 

 

脳卒中 心臓病 

更に血圧が
高くなる 

血圧は体重を約３kg

減量すると改善して

くると言われていま

す。１日1000歩（10

分）多く歩くことから

始めましょう。          

そもそも血圧って？？ 高血圧って？？ 

血液は心臓のポンプの力で血管を通り、全身の 

すみずみまで酸素や栄養を運びます。 

その際に、血管の壁にかかる圧力を 

「血圧」といいます。         

実はすごい！血液がめぐる体の仕組み！ 

高血圧はなんで体に良くないの？ 

腎臓病 

けんこう通信 
 血圧を知って生活習慣を見直そう！ 

 

ポイント③ 

ストレスと 
うまく付き合う 

 

A：約 0.01 ㎜ 

髪の毛の 1/10の細さ。 

全身に網目状に広がっています。 

A：1 分間で約５L 

（体重６５ｋｇの人） 

Q：心臓が１分間
に送り出す血
液の量は？ 

Q：全身の血管

の長さは？ 

 

A：約１０万キロ 

毛細血管を含めると 
地球約２周半分です。 

Q：毛細血管の

細さは？ 

 
左胸に手を当て、自分の心臓の鼓動を感じてみましょ

う。心臓は１分間に約７０回、１日で約１０万回収縮と
拡張を繰り返します。全身に血液がめぐることで、体の
各部分が動くことができるのです。 

。        

ストレスを感じると

血圧が上がります。自

分が楽しい！と思え

る時間や、リラックス

する時間を意識的に

つくりましょう。          

麺類のスープを残す！ 

スープを半分残せば、食塩

摂取量を約２ｇ減らすこと

ができます。 

なんで減塩が大切なの？ 

塩は水を引き付ける作用があ

るので、血液量が増えます。そう

すると、血管を押す力が強くなる

ため、血圧は上がります。 

まずは１日１ｇの減塩を目標
にしましょう。 

減塩 ポイント② 

運動 

１日の目標量 

ポイント① 

高血圧予防のポイント 

 

減塩食品を選ぶ！ 

「５０％減塩」と表示さ

れた食品を選べば、塩分

を半分に減らせます！ 



旗

12/26 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 飲料缶 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 金属 平常通り

◎ 12/29 (金) 休 休 休 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 事前予約分のみ

△ 12/30 (土) 休 休 休 平常通り 全域収集 休 休

○ 12/31 (日) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/1 (月) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (火) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (水) 休 休 休 平常通り 休 休 休

1/4 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 全域収集 金属 平常通り

1/5 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

旗

12/26 (火) 平常通り 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (金) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

△ 12/30 (土) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

○ 12/31 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/1 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/2 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/3 (水) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

1/4 (木) 平常通り 平常通り

1/5 (金) 平常通り 平常通り

旗

12/26 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (金) 休 平常通り 休 休

△ 12/30 (土) 休 休 休 休

○ 12/31 (日) 休 休 休 休

◎ 1/1 (月) 休 ９～１１時 休 休

◎ 1/2 (火) 休 休 休 休

◎ 1/3 (水) 休 休 休 休

1/4 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

1/5 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

父島
クリーンセンター

（持ち込み）

平常通り

利用申込・
鍵の受取は
12月28日

まで

奥村運動場 扇浦・奥村
交流センター

平常通り

利用申込は
12月2８日

まで

村役場

母島支所

診療所

村民会館

 年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

焼却ごみ
収    集

扇浦線 循環線

資源回収
(コンテナ)

地域福祉
センター

　村 営 バ ス
※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前にクリーンセンター

（２ ― ２８９４）への電話予約が必要です。
 年内の持ち込みを希望される方は、12月28日(木)までにお申し込み    
ください。

父島

母島

※母島のごみ収集・資源回収は、
 収集曜日どおりに実施します。

※母島支所内郵便局について
 1月1日(月)は郵便物受付・ATMを
 午前9時～11時まで行います。

※父島診療所  歯科は、
 12月27日(水)～1月５日(金)まで休診となります。

※12月２９日(金)～1月３日(水)のダイヤは、各停留所に年末に掲示します。

※ごみの収集は、１月４日(木)から開始となります。

●村営バス問合せ先
   村営バス営業所 ２―３９８８
   産業観光課 ２―３１１４

なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず「１１９番」で取り扱います。

母島支所内

郵便局

診療所 評議平

運動場

村民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。



シロアリ対策事業(第３回)(父島)(～８日) 新型コロナワクチン接種(父島)

母島診療所(歯科)の休診(～９日) 小笠原中学校　総合発表会

村ノヤギ駆除 イルミネ―ション点灯(父島)(～1/15)

都ノヤギ排除(・３日) 入港日

入港日 インフルエンザ予防接種(父島)

動物派遣診療 講演会・座談会(父島) 育児学級(歯科の会)(父島)

東京三弁護士会による法律相談(母島) 産科・婦人科専門診療(母島)

オイルフェンス展張訓練(父島) 母島巡回ペット診療・相談(・20日)

育児学級(離乳食)(父島) 母島巡回労働相談

環境省「小笠原のマイマイ」講演会 ビジターセンター「ヒメカタゾウムシ」講演会

東京三弁護士会による法律相談(父島)

光ケ―ブルサービス一時停止(父島)(・６日) 出港日
動物派遣診療 講演会・座談会(母島) 産科・婦人科専門診療(父島)(～25日)

出港日 粗大ごみ収集（母島）

母島防犯ゲートボール大会申込〆切 小笠原諸島世界自然遺産地域連絡会議

村ノヤギ駆除

定期予防接種(父島・母島) 行文線整備事業 工事説明会(父島)
電話による無料法律相談/都ノヤギ排除(・23日)

地域振興に係る補助事業の募集（第３回）〆切

都ノヤギ排除(・９日) 入港日

入港日

乳幼児健診・歯科健診(母島)/育児学級(離乳食)(母島)

おがっ子アート・スクール(父島)

東電 電気設備の安全点検(～19日)

小児科専門診療(母島) 固定資産税（第３期）等納期限

「小笠原諸島 管理計画(案)」意見募集〆切 小笠原諸島世界自然遺産科学委員会

母島防犯ゲートボール大会

乳幼児健診・歯科健診(父島) 出港日
おがっ子アート・スクール(父島) インフルエンザ予防接種(父島)

新型コロナワクチン接種予約受付〆切(父島)

出港日 小笠原村診療所(歯科)の休診(～1/5)

小児科専門診療(父島)

行政相談所の開設(父島)

村議会(本会議) 帯状疱疹ワクチン予防接種(母島)予約〆切

村ノヤギ駆除

村議会(委員会・本会議)

都ノヤギ排除(・15日)

インフルエンザ予防接種(父島) 入港日

育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

海びらきイベントアルバイト(父島)申込〆切

小笠原母島観光協会アルバイト募集〆切(11月号記載)

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　1日・4日・6日・8日・1１日・13日・15日・1８日・20日・22日・2５日・27日

23

31 日

月

土

15 金 30 土

木 29 金14

13 水 28 木

12 火

月 26 火11

27 水

10 日

土 24

25

9

8 金

日

6 水

7 木 22

5 火

金

21 木

20 水

4 月 19 火

3 日 18 月

土 17 日2

1

行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

金 16 土

日付 曜日

12月のカレンダー


